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記号の表記について 

 

挑 は、施策チャレンジ枠による事業 

長 は、長寿命化等推進特別枠による事業 

○新  は、新規項目 

 

「当初予算額（前年度予算額）」欄について 

 「国」…国 庫 支 出 金 

 「分」…分担金及び負担金 

 「使」…使用料及び手数料 

 「財」…財 産 収 入 

 「寄」…寄 附 金 

    「繰」…繰 入 金 

    「越」…繰 越 金 

 「諸」…諸 収 入 

    「起」…県 債 

    「一」…一 般 財 源 
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次世代の食と農を担う子どもの学び・食育・体験の

推進
子ども・子ども・子ども

豊かな「自然」を育む

環境づくり
CO２ネットゼロと気候変動への適応に向けた取組

の推進

北の近江振興プロジェクト
集中的な取組
「県北部地域の振興」

事業概要
新規就農者の確保につながる産地や地域営農モデルの育成、地域資源を活用する取組を進める。
また、地域の関係者が連携し、その魅力を届け、関係人口の増加に取り組む。

１ 農業・水産業
・北部の農業推進プロジェクト
・オリーブで高島地域活性化プロジェクト
・漁と魚と料理を堪能できる北の近江プロジェクト

令和８年度
施策の柱

子ども・子ども・子ども ひとづくり 「産業・経済」の基盤づくり 豊かな「自然」を育む環境づくり 集中的な取組(県北部地域の振興)

施策
の柱

施策
の柱

施策
の柱

事業概要
農業の魅力発信による新規就農者確保に向けた取組と併せ、地域計画の策定を契機とした持続
可能な地域農業の実現に向けた取組を支援。漁業についても研修や操業に係る支援を実施。

１ 農業
・就農への道筋を示すアグリキャリアパスの構築
・持続可能な地域農業の実現に向けた取組支援
・地域農業と企業等の連携支援に係る相談窓口の設置

農畜水産業の担い手の確保・育成ひとづくり

２ 水産業
・市場ニーズに合わせた漁業研修
・独立後間もない担い手の操業支援

２ 農山村地域の活性化
・しがのふるさと応援隊

事業概要
人口減少が進む中、将来の本県農業・水産業の担い手やファンとなりうる子ども・若者世代に向
けて、学びや食育、体験の機会を提供。

１ 世界農業遺産「琵琶湖システム」を学び・体感できる機会の創出
・「世界農業遺産」プロジェクト推進事業（「琵琶湖システム」つなぐプロジェクト）

２ 生産者や関係機関等の連携による地産地消の推進

・想いを届け、地域で育てる地産地消推進事業

３ 次世代の畜産業を担う農業高校生への学びの支援
・畜産のみらいを担う農業高校学び支援プロジェクト

２ 緩和策
・バイオマスエネルギーの利用検討
・持続可能なエネルギー導入・環境負荷
低減に向けた取組
・再生可能エネルギーの地産地消への取組支援

事業概要
気候変動に対する「適応策」として、米の高温耐性品種への転換などの取組を進めるとともに、
バイオマスエネルギーの利活用や再生可能エネルギーの地産地消などの「緩和策」も進める。

１ 適応策
・近江米の新たな高温耐性品種の導入
・酒米新品種の栽培技術の確立
・気候変動に適応した人工河川の効果的な運用

施策
の柱

令和８年度 農政水産部 主要施策の概要

事業概要
「琵琶湖システム」を守り、活かす好循環を生み出し、農村・漁村地域と多様な主体との連携を更
に進めることで、県産農畜水産物の消費拡大や、観光振興、持続可能な農村・漁村づくりを図る。

１ 「学ぶ」、「食す」、「訪れる」によるファン拡大
・「琵琶湖システム」の体感・次世代継承に向けた機会の提供
・「びわ湖魚グルメ」の地域定着化および持続可能な体制づくり

２ 「琵琶湖システム」の体感機会・魅力発信の拡大
・しがのアグリツーリズムの推進、DCを見据えた誘客に向けた取組

３ 多様な主体と連携した持続可能な農村地域づくり
・地域や大学等との連携・協働による地域の活性化

世界農業遺産「琵琶湖システム」を活用した県産農畜

水産物のファン拡大と持続可能な農村・漁村づくり

「産業・経済」の基盤
づくり

施策
の柱

事業概要
気候変動や需要の変化に対応できる生産力の確保と、多様なニーズに応える産地の体制づくり、
県産食材の魅力訴求の強化により、消費者から選ばれ続ける県産農畜水産物のブランド化を推進。

１ 農業
・近江米の新たな高温耐性品種の導入
・酒米新品種の栽培技術の確立
・「きらみずき」の作付拡大
・「みおしずく」の流通体制強化
・生産者と事業者の協働による滋賀食材を活用した取組支援
・スマート農業の導入を推進するほ場の大区画化

持続的で魅力ある滋賀の農畜水産業の推進
「産業・経済」の基盤
づくり

施策
の柱

２ 畜産業
・食味向上に向けた近江牛生産の推進

３ 水産業
・ビワマスの湖中養殖技術の実証
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単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

   

○新２  水稲高温耐性品種生産体制強化事業        6,383 

［国、㊀］(-) 

 

「近江米生産・流通ビジョン」（第３期）の実現に向け、 

高温耐性品種への転換と需要に応じた生産を進め、近江米 

の生産力の強化と力強い本県農業の体制づくりを目指す。 

 

(1) 高温耐性品種の生産体制強化支援事業           3,500 

［国、㊀］(-) 

 

気候変動下でも安定した生産が可能な「ことさんさん（滋 

賀82号）」を中心とした高温耐性品種について、生産体制・ 

集荷体制の強化および実需者評価の向上による販売体制の 

強化や種子の確保に係る経費を補助する。 

 

補助率：定額、１／２  

補助対象：ＪＡや県域の集荷業者 

 

○新  挑３ 酒米新品種を活用した近江の地酒振興プロジェクト 

1,600［㊀］(-) 

 

気候変動下でも安定した生産が可能な酒米の新品種「湖 

響（滋賀酒 85 号）」について安定生産に向けた栽培技術の 

確立を図るとともに、実証栽培や種子生産等の取組に係る 

経費を補助する。 

 

補助率：定額 補助対象：ＪＡ 
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